
先
日
、
九
州
の
佐
賀
市
近
郊
に
あ
る
古
代

遺
跡

吉
野
ヶ
里

を
訪
ね
る
機
会
を
得

た
。
こ
の

古
代

と
い
う
言
葉
を
聞
く

と
、
何
と
な
く
時
間
が
ゆ
っ
く
り
流
れ
、

の
ん
び
り
し
た
生
活
が
想
像
さ
れ
る
。
と

こ
ろ
が
、
私
は
あ
る
種
の
緊
張
感
に
驚
い

て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
古

代
人
達
の

常
に
命
の
や
り
取
り
が
続
く

緊
張
の
世
界

が
見
え
た
か
ら
で
あ
る
。

建
物
の
構
造
と
そ
れ
を
取
り
囲
む
城
壁
、

見
張
り
台
の
多
さ
、
身
分
の
格
差
を
表
わ

し
た
生
活
地
域
の
区
分
な
ど
、
現
代
の

我
々
と
は
全
く
相
容
れ
な
い
生
き
方
…
。

と
、
こ
こ
ま
で
書
い
た
時
、
私
の
頭
に

常
に
命
の
や
り
取
り
が
続
く
緊
張
の
世

界

は
、
最
近
の
様
子
か
ら
、
現
代
で
も

変
っ
て
い
な
い
と
い
う

恐
ろ
し
い
思
い

が
よ
ぎ
っ
た
の
で
あ
る
。
緊
張
は
、
緩
急

を
つ
け
な
が
ら
も
現
代
ま
で
続
い
て
い
る

の
で
あ
る
。
古
代
人
は
、
ど
う
や
っ
て
こ

の
緊
張
を
乗
り
越
え
た
の
だ
ろ
う
か
。
歴

史
に
問
う
て
み
る
こ
と
で
、
道
が
見
つ
か

る
気
が
し
て
な
ら
な
い
の
だ
が
。（

広
報
課
）
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基礎訓練の大切さ

私の属している経済学部では、昨年から新入

生を対象に 入門演習 という科目を設けてい

る。２０名を上限に、大学で勉強するうえで最

低限必要と思われる能力を、半年間で身に付け

させようというクラスである。たとえば、ある

問題を見つけ出し、それについて調べ、その報

告を口頭および文書できちんとできるようにす

るのが主旨となる。

各演習のテーマは担当者にまかされており、

私は 論文の書き方 という本を読みながら問

題点を話し合い、それについてのレポートを毎

回提出させ、それを添削して次回に返すという

作業を繰り返している。学生たちの文章は大半、

最初のうちは読むのに苦労するものばかりで、

赤インクで真っ赤になったものを戻すことにな

る。それでも半年が近づく頃には、真面目につ

いてきてもらえばだが、赤が急速に減ってゆく。

口頭での発表も格段と上手になる。学生たちに

もともと理解力が欠けていたり、思考力が乏し

かったりしたわけではあるまい。もっぱらこう

いう面での訓練が不足していたというだけのこ

とだろう。だが勉学面でのこうした訓練不足は、

けっして軽視できるような問題ではない。驚か

されたといえば、分からない箇所があっても調

べてこない者がいることだ。高校時代どうして

いたのかと尋ねると、先生に聞きましたと平然

として答える。辞書や事典を引く習慣がついて

いないのだ。もちろん自分で調べてきて発表す

る学生もいるが、どうもアンバランスな報告に

なることが多い。何で調べたかと問うとイン

ターネットでという。さすがに現代的だなと思

うが、問題点にフィットしない周辺事項を引き

出してくる場合があるようだ。これは技術上の

未熟ということなのか。もっと本質的なことと

して、勉強は苦労してこそ身につくし将来役に

立つようにもなるという意識の欠如があるよう

な気がする。学ぶにも苦労と訓練が大切なのは

体操と同じだよと、私は学生たちに繰り返し

言っている。

広報委員 大野 一道（経済学部教授）


